
詳しくは、ホームページ（https://www.kuhs.ac.jp/jissen/）から、募集要項でご確認ください。

募集人員 20 名程度

開講期間 令和６年４月～令和７年３月　原則毎週土曜日（一部平日）

出願資格 管理栄養士として、現在、保健・医療・福祉等の実務にある者または個人で活動
している者

出願期間 第２回 令和５年 12 月 20 日（水）～  令和６年  １月 10 日（水）（締切日当日消印有効）

合格発表 第２回 令和６年 ２ 月  ９日（金）

管理栄養士が知識と技術を活かすには、マネジメント
能力が必要です。

この課程では、大学院との共講や、一流の講師による
講義や演習などをとおして知識や技術を学びます。

さらに、栄養ケアをすすめるうえで必要な、課題を
解決する実践力を身につけ、多職種の連携をすすめる
マネジメント能力を伸ばすことで、管理栄養士として
の能力をフルに発揮できる人材を育成します。

また、課程紹介（動画）、課程説明（動画）も、合わせてご覧ください。



Q：病院や介護保険施設の経験が無いと出願できませんか？
A：管理栄養士として、在宅サービスや保育園などに勤務する方も入学しています。

Q：今年は２年履修ができないのですか？
A：カリキュラムの大幅改定を計画しているため、令和６年度は２年履修を選択できません。

Q：課程の具体的な開講期間と日数を教えてください。
A：４月初めから翌年３月までほぼ毎週の土曜日ですが連休や夏季、年末年始では開講しない

日があります。 令和５年度はオンライン授業も含めて 38 日でした。

Q：オンライン授業はどのくらいありますか？
A：講義主体の授業はオンライン授業が主ですが、演習や発表など講師と直接対面で行うこと

で効果があがるものは対面で行うので、オンラインは 1 ／ 3 程度です。感染防止や天候等
により対面からオンラインに変更する場合があります。

Q：管理栄養士のブランクが⾧くても大丈夫ですか？
A：子育てなどで仕事から離れていた学生も学んでいます。旧カリキュラム世代で新カリキュ

ラムの内容を学びに来る学生にも対応しています。

ヒューマンサービス論、栄養ケア・マネジメント論、臨床栄養実践活動論、栄養教育と地域活動、
クリニカルニュートリション ほか
この中で、大学院栄養領域の講義を聴ける共講の授業もあります。

（令和５年度）
本学教員：中村 丁次（名誉学⾧）、鈴木 志保子（教授）、田中 和美（教授）、五味 郁子（教授）、

倉貫 早智（教授）　他多数
外部講師：田中 弥生（関東学院大学教授）、津村 和大 ( 川崎市立川崎病院病態栄養治療部⾧）、

　林 宏行（日本大学教授）、 谷口 英喜（済生会横浜市東部病院栄養部⾧兼患者支援センター⾧）

　　他多数
共講講師： 深柄 和彦（東京大学教授）、 武藤 正樹 ( 衣笠病院グループ相談役 よこすか地域包括ケア推進センター⾧）、

　吉池 信男（青森県立保健大学学⾧）　他
※講師は一部変更になる場合があります。

人間栄養学に基づく栄
養ケアが習得できる

多彩で充実したカリキュ
ラムを提供している

オンラインと対面の授
業を組み合わせて受講
しやすい

PDCA を使ったマネジ
メント能力を育成する

少人数のクラス編成で
きめ細かい指導を受け
られる

在宅療養者や地域の栄
養ケアにも対応できる

演習や発表を取り入れ
た授業は実践にすぐ活
かせる

土曜日開講で働きなが
ら学びやすい


